
ネ オ ン 変圧器の異常現象に ワ い て

Abnormal Phenomena on Neon Transformer 
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It has been found out that the neon transformer sometimes overheats， when it is short­
circuited and the discharge occurs in air between the secondary lines. This paper reports 
the experiments that have been carried out to reserch the causes of this overheat accident. 
As the results of these experiments ， int泡resting phenomena were found. That is ， the primary 
and the secondary current(rms) increases abnormally when the wind blows through the 
discharging air gap ， and it follows from this that the temperature of winding also rises 
abnormally. 

we are convinced this report offers some useful data to the protection and the designing 
of the neon transformer. 

1 . ま え が き

ネ オ ン 照明な ど に使局 さ れて い る ネ オ ン 変圧器が二
次回路の断線事故 ， その他の負荷の損傷に よ り 大気中
で放電を生 じ てい る 場合に ， こ の ネ オ ン 変圧器が焼損
す る と い う 報告を う けた。 われわれは こ の 事 故 の 原
因を究明す る ため実験を行な っ た と こ ろ ， 放電電極聞
に微風があ た る と 一次お よ び二次電流(rms)が異常に
増加 し ， さ ら に ， 巻線温度が二次回路短絡の と き よ り
も かな り 高 く な る と い う 現象を確認 し たの で 報 告 す ・
る 。

図-1 実験回路図
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2 . 実験装置

図-2 風胴。
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トピ ? ム式風速計・

仁三三気流
主計五Lス ク リ ー ン
(金網， ス ポ ン ジ )

風胴には実験中放電の
観察がで き る よ う に無色透明の ア グ リ Jレ樹脂バ イ プを
使用 し ， 内部に放電電極を設けた。 電極は銅の針状電
極を使用 し た。 さ らに ， 風胴内には ピ ラ ム 式風速計お
よ び風速を均「 と す る ため の金網 と ス ポ ン ジ に よ る 整
流 ス グ リ F ン を設置 した。 風胴の詳細を 図 - 2 に 示
す。

風速の変化は整流子電動機で送風機を駆動 し ， 整流
子電動機の回転数を電圧調整する こ とによ って風量を
変えて行な っ た。
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電流の測定には放電電流の測定お よ び変圧器の温度

上昇の原因究明を 目 的 と す る こ と か ら ， 実効値を指示
す る 熱電形電流計を使用 し た。 電流お よ び電圧波形の

観察には 50M Hz シ ン ク ロ ス コ ー プを 図- 1 に示す よ

う に接続 し た。
な お ， 実験に使用 し た ネ オ ン 変圧器は市 販 の も の

で， 図- 3 に示す構造で あ る 。

図- 3 被供試 ネ オ ン 変圧器
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図- 4 風速 と 電流の関係
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3 . 実験方法および結果
< 3 ・ 1 >異常電流上昇
図- 1 において一次電圧を 100V 一定 と し ， 二次回

路の電極関を点弧 し た状態に し てお き ， 風胴内 の風速
を変化さ せて一次お よ び二次電流を測定 し た。 電極間
距離を変え て 同様の実験を く り 返 し て 図- 4 の風速 と
電流の 関係を得た。 電極間距離 と 一次お よ び二次電流
最大値の 関係を 図- 5 に示す。

風速を約 5 m/s ま で変化 さ せた と き に放電が持続 さ
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図- 5 電極関距離 と 電流最大値の 関係
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れる の は電極間距離が約1 8mm よ り 小 さ い範囲 で あ り ，
1 8mm以上では放電が間欠的 と な り ， 最守20伽 よ り 大 き く
な る と 電極聞を点弧す る こ と がで き な い。

なお， 実験に際 し て は室温28�3 1 0 C . 湿度 65�75
% . 晴天の 日 を選び， 実験条件を一定 と す る こ と に心
がけた。

図- 4 の結果を みて も 明 ら かな よ う に， 放電電極聞
に微風が あ た る と 一次お よ び二次電流(rms)が異常に
上昇す る 現象 の存在す る こ と がわか る 。
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電極陶距離 9 . 9mm

図- 6 温度上昇特性



の範囲内で， あ る 電極間距離の と き に限 っ て異常に増
加す る 。 そ の他の風速お よ び電極間距離においては増
加する 程度 も 小さ く ， ま た一次定格電流よ り 小 さ い場
合 も あ る 。

今回の実験において は ，例えば電極間距離が1 7 . 3111111 ，
風速4m/s において二次電流は約 1 20m A (rms) であ
り ， こ の値は二次短絡電流 (20m A ) の600%に相当す

る 値で あ る 。 一次電流は電極間距離7 ， 4111111 ， 風速 2 m/
s において約5 . 5Aで一次定格電流(3 . 5A) の 1 55 % に な

る 値であ る 。

こ の よ う に放電電極聞に放電が存在す る と き 微風が

あ た る と ， 一次お よ び二次電流が異常に増加す る 現象

が存在す る 。

く3 ・ 2> の実験結果をみ て も わか る よ う に， 異常電

流上昇に よ っ て ネ オ ン 変圧器の巻線温度は短絡の と き

よ り き わ め て高 く な り 約 2 倍程度に も な る 。 し た が っ

て ， 異常温度上昇が ネ ネ オ シ 変圧器焼損の原因 と み な

す こ と がで き る 。 ま た， 温度上昇の高い の は電極間距
離が約 5 -1 2mm， 風速 2 ，-4 . 5m/s であ る が， こ れは

実験上 じ ゅ う ぶん起 り う る と 考え られる 条件であ り ，

こ の よ う な異常電流上昇お よ び温度上昇の現象を ネ オ

ン ト ラ ン ス の保安上， 設計上において考慮を必要 と す

る も の と 考え られ る 。
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< 3 ・ 2>異常温度上昇

前節で明 ら かに し た異常電流上昇の現象に よ っ て ネ
オ シ 変圧器の巻線温度がど の程度 ま で上昇す る かを調
べる ため の実験で、あ る 。

測定は二次回路を完全に短絡 し た場合お よ び電極間
に放電が存在す る と き に微風を あ て た場合について行
な っ た。 なお， 風速は一次電流の比較的上昇す る 風速
2 m/s， 二次電流の上昇が大 き い風速 4 m / s と し ，
電極関距離を数種類変え て行な っ た。

こ の結果を 図- 6 に示す。 こ の と き 温度上昇は抵抗
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5 . むすび

以上で ネ オ ン 変圧器の焼損事故原因 と 考え られる 異

常現象に 関す る 実験結果を述べたが， こ れ ら の現象に

対す る 防止お よ び対策方法において も 一応の結果を得

る こ と が で、 き た。 し か し ， 週論的解析については放電

現象を伴 っ てい る ため， 不安定で困難で、あ る 。

本報告は ネ オ ン 変圧器にお け る 異常現象の存在な ど
に 関す る も の で あ る が， さら に ， こ の現象の防止お よ

び対策方法， あ る いは理論的解析な どについては次回

に報告 し たい 。

いずれに し ろ本報告は ネ オ ン 変圧器の保安上， 設計
上に有効な 資料にな る も の と 考え ら れ る 。
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法に よ る も の で， 一次側お よ び二次側か ら測定 し た。
図- 7 に電極間距離 と 温度上昇最終値の 関 係 を 示

す。 いずれの場合 も 二次回路を完全に短絡 し た と き の
温度上昇 と 比較する と かな り 高い こ と がわか る 。
図- 7 の 結果におい て実線 と の点線 と の 閲にかな り の
差があ る の は実験に使用 し た ネ オ ン 変圧器の構造に よ
る も の であ る 。
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<3 ・ 1 >の実験結果 よ り 次の こ と がわかる 。 す なわ
ち ， 一般的に風速が大 き く な る に し たが っ て二次電流
は増加 し て飽和す る傾向 に あ り ， 放電持続可能な範囲
内において電極間距離が大 き く な る にοれて飽和の最

終値は異常に大 き く な る 。 一方， 一次電流はあ る 風速

4 . 考


